
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良教育大学附属中学校に分布するコケの調査 
奈良教育大学附属中学校 科学部探究班 １年 西尾百萌子 

1．研究の目的 
市街地と樹木の多い丘陵の間に位置する本校には、緑豊かな裏山がある。コケが大気汚染の影響を受けやすいと言われていることから、自然豊

かな本校と都市部の大阪に生育するコケの種に違いがあると予想した。本研究は、本校のコケと大阪のコケの種の違いを比べ、大気汚染などの環境

について知ることが目的である。 

２．研究方法 
調査は６月中旬〜８月初旬まで 11 回ほど実施し、コケの多く見られる場所に注目して分布調査を行った。調査シートは、道盛（2020）を参考に自作

した（図１）。分類の参考にした図鑑は、道盛（2020）、藤井（2017）、山田（1983)である。分類手法と結果の判断は、大阪自然史センター副理事長の道

盛正樹さんと大阪市立自然史博物館学芸員の横川昌史さんに指導協力をしていただいた（図２)。調査記録の手順は次の通りである。 

〈調査記録の手順〉 

①コケとその周辺の写真を撮る（図３) 

②調査シートと調査マップにコケの採取 

位置を記録する 

③教室でコケの詳細写真を撮りコケを 

乾燥させ、標本袋に保管する（図４）            図１               図２             図３             図４ 

３．結果 
表１に、採取したコケの種名をまとめた。 

表１ コケの種類（全 38 種） 

 

４．考察 
本研究で採取したコケの種数の中で、苔類は蘚類の約４分の１であった

（図５）。また、蘚類と苔類いずれも生育基物が土と樹木が多かった（図６、

７）。これは、本校の土の面積が広く、裏山と校舎の間にある樹木にコケが多

かったことが関係していると考えられる。     

次に、本研究の蘚苔類の割合を、大阪の長居公園（畦ほか,2010）、万博

記念公園（畦ほか,2014）、大阪城公園（道盛ほか,2008）の蘚苔類の割合と

比べた（図８～１０）。その結果、本校で見つかった苔類の割合のほうが、長

居公園と万博記念公園での苔類の割合より多かった。これは、本校の苔類

が蘚類に比べてコンクリートや石垣で多く見られ（図６，７）、大阪の公園に比

べて苔むしたコンクリートや石垣が多いことが原因であると推測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、本校で確認できたが、大阪の長居公園、万博記念公園、大阪城

公園では確認されなかった種について、表２にまとめた。その結果、光木ほ

か（1978）に、大気汚染に弱い種として記されているコバノイトゴケが、本校で

のみ確認された。大阪と本校の環境の違いが見え始めていると考えられる。                       

表２ 大阪の３ヶ所では確認されなかったが本校で確認できた種 

類 科 種 サンプル No. 

苔類 
（スジゴケ科） （ミドリゼニゴケ） A181 

ツキヌキゴケ科 トサホラゴケモドキ A179 

蘚類 

アオギヌゴケ科 ナガヒツジゴケ A152 

シノブゴケ科 
コバノイトゴケ A171 

チャボシノブゴケ A184 

シッポゴケ科 フデゴケの仲間 A159 

 

５．まとめ 
・本校に生育しているコケの生育基物は土と樹木であることが多い 

・大阪には生育していない大気汚染に弱いコケが本校に生育している 
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図５ 本校で採取した苔類と蘚類の割合 図６ 本校で採取した蘚類の生育基物の割合 図７ 本校で採取した苔類の生育基物の割合 

図８ 長居公園の蘚類と苔類の生育基物の割合 図９ 万博記念公園の蘚苔類の割合 図１０ 大阪城公園の蘚苔類の割合 


